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（内容の要旨） 

我が国の住宅産業は転換期を迎えており、政府の規制や要求に対応しなければ生き残れないことが予

想される。本研究では住宅で利用可能な環境配慮型高機能設備を顧客に満足して購入していただけるよ

うな新たな営業ツールを作成することが目的である。まずは営業システムの問題分析を行い情報伝達の

問題要因が明らかとなるようＣＶＣＡ構造の再構築をＤＥＭＡＴＥＬ法や目的展開を用いて行い、設備

販売本部の設置が必要であることを突き止めた。次に現在の営業ツールであるカタログを調査した結

果、ニーズと予算に合わせたシミュレーションが有効であることが分かった。この営業ツールで営業担

当者は押売りではない本当の意味での満足感を顧客に与えることが出来ることをユーザーテストによ

って確認した。さらに最新で正確な情報の共有が出来るように営業システムを運営することが重要であ

ることがユーザーテストとＤＥＭＡＴＥＬ法から明らかとなった。 

本研究での成果、１、営業システムの問題分析を行い情報伝達の問題要因を明らかにした。２、営業

システムの改善のためＣＶＣＡの再構築をＤＥＭＡＴＥＬ法と目的展開を用いて行い設備販売本部の

重要性を示した。３、お勧め設備が誘導できるようＰＶ関数を用い年収や予算等から導き出せるようシ

ミュレーション機能を作成した。４、新たな営業ツールの妥当性がユーザーテストによって確認された。

５、新たな営業システムの妥当性を定性、定量、両面から示した。 
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